
1990年出上の木簡

宏

お

な

だ

丘鷲
。
上
小
名
田
遺
跡

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
北
区
八
多
町
上
小
名
田

調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
八
月
ぞ

一
九
八
九
年

（平
１
）
八
月

発
掘
機
関
　
　
神
戸
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
菅
本
宏
明

・
富
山
直
人

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
鎌
倉
時
代

・
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
小
名
田
遺
跡
は
、
六
甲
山
系
の
北
側
、
武
庫
川
の
支
流
で
あ
る
八
多
川
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
比
較
的
狭
小
な
標
高

一
九
〇
ｍ
前
後
の
沖
積
地
に
位
置
す

る
。
発
掘
調
査
は
、
六
甲
北
有

料
道
路
の
建
設
に
伴
い
一
九
八

七
年
度
よ
り
三
次
に
わ
た
っ
て

実
施
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、

一
〇
を

一
三
世
紀
に
か
け
て
の

掘
立
柱
建
物
三
四
棟
を
は
じ
め
、

耐

土
坑

・
溝

・
自
然
河
道
な
ど
が

に

検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
道
路
建

設
に
伴
う
河
川
改
修
部
分
の
谷

54321

間
の
狭
小
な
平
地
部
で
は
、
平
安
時
代
末
以
降
の
水
日
、
木
簡
が
出
土
し
た
江

戸
時
代
の
溝
が
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
溝
は
、
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
約

一
・
八
ｍ
で
、
断
面
は
Ｖ
字

形
を
呈
し
て
い
る
。
埋
土
に
は
平
安
を
鎌
倉
時
代
の
上
器
も
含
ま
れ
る
が
、
伊

万
里
焼

・
丹
波
焼
の
出
土
か
ら
、
江
戸
時
代
の
末
頃
に
埋
没
し
て
お
り
、
お
そ

ら
く
江
戸
時
代
に
設
け
ら
れ
た
進
漑
水
路
と
考
え
ら
れ
る
ｃ

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ダ

多
村
己

小
□
□
□

Ｏ

［‐‐］［日］　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μΦ∞
×
∞ド
〉〈ＰΦ　　Φ岸Ｐ

木
簡
は
墨
痕
が
薄
く
、
多
く
は
判
読
が
困
難
で
あ
る
。
二
、
三
字
目
は

「
ノ

多
」
と
読
み
取
れ
る
が
、　
一
文
字
で

「名
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
木
簡

の
上
部
に
は

一
辺
約
七
剛
の
方
形
の
孔
が
穿

っ
て
あ
る
。

（菅
本
宏
明
）
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